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研究成果

シリカおよび有機一無機ハイブリッド組成のゲル試料を、薄膜状、繊維状および微小円柱の形態で相

分離を伴うゾルーゲル反応によって作製した。薄膜状ゲルの作製は向かい合わせた親水性あるいは疎水

性修飾した二枚のガラス板の間隔を様々に変えて閉鎖系において、繊維状ゲルの作製はガラスキャピラ

リー内において、微小円柱状ゲルは連続貫通孔をもっ多孔質シリカ中において、それぞ、れ行った。 30μm

程度までの薄膜状空間では、シリカ系においても疎水性の高い重合体が生成する有機一無機ハイブリッ

ド系においても、空間サイズの減少とともに同一組成同一条件から生じる秩序構造の平均サイズは大き

くなった。また有機一無機ハイブリッド系の試料では、疎水性基板表面におけるスキン層形成が顕著と

なり、基板近傍ではゲル骨格の欠乏層と円柱型骨格の形成が観察された。フルオレセインを導入したゲ

ルの、共焦点顕微鏡による 3次元観察と骨格構造の構造関数への変換によって、基板近傍では表面誘起
スピノーダル波が重畳し、異方性の高い構造が生じる可能性が示唆された。また親水性基板表面で、も基

板近傍でのゲル骨格の欠之層を伴う問様の構造が観察された。これはガラス表面のシラノール基と、ゲ

ルを形成するシロキサン重合体中のシラノール基との化学結合形成によって、相分離によって形成する

ゲル骨格の一部が固定されることにより、重合体一基板間の反発相互作用との妥協的な構造として生じ

たものと推察した。キャピラリー内でも、壁面近傍のゲル骨格欠之層が顕著に観察されたが、 3次元的
に拘束された微小円柱上の空間では、自由空間で形成されるものよりもはるかに細かい相分離構造が形
成された。

このような知見を用いて、キャピラリー内に連続貫通孔と連続ゲル骨格からなる秩序構造をもっシリ

カおよび、メチルシロキサンゲルを作製し、適当なメソ孔形成および表面修飾過程を経た後、液体クロマ

トグラフィーの分離媒体として応用した。キャピラリー内に形成された多孔体は、気孔率80%以上の非

常に透過性の高い構造を持ち、圧力駆動よりも電気浸透流駆動モードにおいて高い分離効率を示した。

また 1m以上の長いキャピラリーカラムが容易に作製され、カラムあたり100.000理論段以上の高性能な
分離を達成した。
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